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 注）①掘削深が1.50mを超える場合は土留工を行うこと。

 　　②支保工は掘削深が2.00m未満は1段、2.00m以上は2段とする。

　　③根入長は、0.20m以上とする。

注）① 現況舗装厚が復旧厚未満の場合は、計画舗装厚で復旧するものとする。

　　② 現況舗装厚が7cm以上の場合の表層復旧厚は7cmとし、再生②密粒度As(13)t=3cm＋再生②密粒度As(20)t=4cm

　　　 の2層とする。

    ③ 現況舗装厚が復旧舗装厚と著しく異なる場合は別途協議し定めるものとする。

再生②密粒度
ｱｽｺﾝ(13)t=4㎝
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上層路盤 M-40 150
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凍上抑制層 RC-40 110
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影響幅 影響幅
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土工区分 管路種別 管種 口径 外径D 掘削幅B 土被りDP 掘削深H1 掘削深H2 埋戻深H3 埋戻深H4

市道車道 配水管既設 DIP φ200 220 1200 1280 1650 1610 710 1080

配水管既設 VP φ100 114 1200 1280 1544 1504 710 974
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